
大
正
十
五
年
五
月
十
八
日
、
聖
徳
太
子
奉
讚
展
観
覧
の
た
め
京
都
か
ら
会
員

が
上
京
し
た
の
を
機
と
し
て
帝
国
美
術
院
臨
時
会
議
が
本
校
会
議
室
で
開
催
さ

れ
た
。
そ
こ
で
、
完
成
し
た
東
京
府
美
術
館
に
美
術
工
芸
の
陳
列
場
が
整
備
さ

れ
、
聖
徳
太
子
奉
讚
展
工
芸
部
で
力
作
が
展
観
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
帝
展
に
懸

案
の
第
四
部
を
新
設
す
る
問
題
が
話
合
わ
れ
、
時
代
の
要
求
と
し
て
当
然
設
け

る
べ
き
と
さ
れ
た
が
、
文
部
省
側
が
予
算
が
無
く
、
美
術
工
芸
の
会
員
決
定
に

問
題
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
っ
た
た
め
、
一
時
保
留
と
な
り
、
帝
展
第
四
部
実
現
は

ま
た
延
期
と
な
っ
た
。
そ
の
頃
、
津
田
信
夫
と
赤
塚
自
得
が
中
心
と
な
っ
て
新

た
に
日
本
工
芸
美
術
会
が
組
織
さ
れ
、
同
年
六
月
に
創
立
総
会
が
開
か
れ
た
。

⑯ 
築
科
主
任
）
と
な
っ
た
。
講
師
時
代
に
大
阪
市
公
会
堂
の
競
技
設
計
で
一
等
当

選
と
な
っ
て
頭
角
を
顕
わ
し
、
そ
の
後
大
建
築
の
設
計
に
携
わ
り
、
正
木
直
彦

を
は
じ
め
と
し
て
美
術
界
に
多
く
の
友
人
を
持
っ
て
い
た
。
彼
は
こ
の
日
本
で

最
初
の
本
格
的
ギ
ャ
ラ
リ

ー
を
設
計
す
る
に
あ
た
っ
て
美
術
館
と
し
て
の
機
能

を
熟
慮
し
、
陳
列
壁
面
の
確
保
と
採
光
、
通
気
、
美
観
、
エ
費
等
の
諸
条
件
を

充
た
す
独
自
の
プ
ラ
ン
を
立
て
た
。
そ
の
プ
ラ
ン
は
の
ち
に
黒
田
記
念
館
、
本

校
陳
列
館
の
設
計
に
も
応
用
さ
れ
る
。
な
お
、
東
京
府
美
術
館
の
建
築
に
つ
い

て
は
前
野
妻
著
「
む
か
し
む
か
し
、
な
ぜ
上
野
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
」
（
『美
術
館

ニ
ュ
ー
ス
』
第
3041307
号
。
昭
和
五
十
一
年
五
月
1
八
月
）
そ
の
他
に
詳
し
い
解
説

美
術
館
の
開
館
式
は
大
正
十
五
年
五
月
一
日
に
挙
行
さ
れ
、
正
木
直
彦
校
長

は
美
術
家
総
代
と
し
て
祝
辞
を
述
べ
た
。
ま
た
、
開
館
祝
賀
の
意
味
で
同
日
か

ら
聖
徳
太
子
奉
讚
美
術
展
究
会
（
公
募
展
）
が
開
催
さ
れ
た
。

日
本
工
芸
美
術
会
の
創
立

が
あ
る
。

日
本
工
芸
美
術
会
創
立
の
経
緯
は
筆
名
「
猿
」
で
高
村
豊
周
が
記
し
た
「
エ

芸
展
う
ら
お
も
て
」

（『エ
芸
時
代
』
創
刊
号
、
大
正
十
五
年
十
二
月、

『高
村
股
周
文

集
』
＞
所
収
）
に
凡
そ
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
四
月
頃
、
帝
展
が
工
芸
室

を
倉
庫
代
り
に
使
用
す
る
と
い
う
話
が
伝
わ
っ
た
た
め
、
若
手
の
工
芸
家
が
エ

芸
室
を
最
も
正
統
な
方
法
で
使
用
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
豊
周
が
渡
辺

素
舟
に
相
談
し
た
。
と
こ
ろ
が
帝
展
の
時
期
に
工
芸
済
々
会
が
工
芸
室
の
借
用

を
申
込
ん
で
あ
る
と
わ
か
り
、
血
の
気
の
多
い
若
手
の
作
家
を
ま
た
嫌
が
ら
せ

た
。
工
芸
済
々
会
は
懐
古
趣
味
、
守
旧
主
義
の
同
人
組
織
で
工
芸
界
に
君
臨
す

る
様
子
が
見
え
る
が
、
そ
れ
よ
り
は
こ
こ
に
新
し
く
全
日
本
的
総
合
的
の
工
芸

団
体
を
作
っ
て
新
旧
東
西
の
別
な
く
良
い
工
芸
品
を
一
般
募
集
し
て
大
展
覧
会

を
開
く
こ
と
に
し
た
な
ら
ば
ど
う
か
、
そ
の
主
動
者
に
は
誰
が
よ
い
か
と
相
談

し
、
豊
周
が
津
田
信
夫
に
あ
た
っ
た
。
津
田
は
若
手
の
運
動
に
非
常
に
同
情
を

持
っ
て
い
て
、
し
か
も
津
田
自
身
は
一
方
の
色
彩
に
偏
る
の
を
好
ま
ず
、
絶
え

ず
大
局
に
眼
を
つ
け
て
大
き
い
工
芸
界
の
流
れ
を
形
作
っ
て
行
こ
う
と
す
る
比

較
的
公
乎
な
立
場
に
あ
る
人
で
あ
っ
た
。
工
芸
済
々
会
か
ら
再
三
入
会
を
勧
め

ら
れ
て
も
断
り
、
若
手
の
研
究
会
に
も
関
係
せ
ず
、
い
つ
も
双
眼
鏡
を
取
っ
て

司
令
塔
に
立
っ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
で
有
象
無
象
の
動
き
を
眺
め
て
い
た
。
津

田
は
、
そ
の
少
し
前
か
ら
赤
塚
自
得
と
黙
契
が
あ
り
、
豊
周
の
懇
望
と
工
芸
界

の
形
勢
と
に
感
じ
る
所
が
あ
っ
た
の
か
動
き
始
め
、
全
工
芸
界
の
た
め
に
こ
こ

に
新
し
い
集
団
の
必
要
な
る
所
以
を
工
芸
済
々
会
の
中
心
人
物
で
あ
る
香
取
秀

真
、
海
野
清
等
に
話
し
た
と
こ
ろ
、
始
め
は
工
芸
界
の
大
局
よ
り
、
新
し
い
力

の
あ
る
団
体
が
生
れ
て
は
困
る
と
反
対
さ
れ
、
有
耶
無
耶
に
な
り
そ
う
だ

っ

た
。
そ
こ
で
工
芸
済
々
会
と
金
工
の
研
究
会
の
両
方
に
所
属
す
る
北
原
千
鹿
、

佐
々
木
象
堂
、
杉
田
禾
堂
、
山
本
安
暴
が
事
務
を
進
行
さ
せ
、
創
立
相
談
会
の
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第
一
回
が
開
か
れ
、
工
芸
済
々
会
全
員
と
津
田
信
夫
、
藤
井
達
吉
、
広
川
松
五

郎
、
渡
辺
素
舟
、
高
村
豊
周
が
集
ま
り
、
さ
ら
に
一
―-、
四
回
の
会
合
を
重
ね
、

創
立
決
定
に
至
っ
た
。
会
名
は
投
票
の
結
果
、
広
川
松
五
郎
の
提
案
に
よ
る
日

本
工
芸
美
術
会
に
決
ま
っ
た
。

同
会
は
全
国
の
工
芸
家
が
出
品
す
る
展
覧
会
の
開
催
を
主
な
目
的
と
し
、
第

一
回
展
を
帝
展
と
同
じ
時
期
に
東
京
府
美
術
館
で
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

七
月
、
全
国
の
工
芸
家
に
出
品
を
呼
び
掛
け
る
檄
文
が
飛
ん
だ
。
左
に
掲
げ
る

「
檄
」
を
書
い
た
高
村
豊
周
は
、
「
こ
の
檄
文
で
工
芸
家
と
い
う
工
芸
家
は
皆

緊
張
し
た
。
い
よ
い
よ
帝
展
参
加
の
願
望
が
か
な
う
か
ど
う
か
は
、
秋
の
展
覧

会
の
成
績
如
何
に
か
か
わ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
か
ら
だ
。
絶
対
に
失
敗
出
来
な

い
、
い
わ
ば
背
水
の
陣
だ
っ
た
」
（
『自
画
像
』）
と
い
う
。

日
本
工
芸
美
術
会
生
る
。

目
的
は
主
と
し
て
展
覧
会
に
あ
り
。
展
覧
会
ほ
即
ち
会
員
並
び
に
一
般
作

家
の
作
品
の
粋
を
蒐
め
て
現
代
工
芸
美
術
の
烏
厳
図
を
作
ら
ん
と
す
る
に
あ

り
。
是
に
依
つ
て
本
会
は
工
芸
美
術
の
凡
て
の
部
門
を
綜
合
し
、
汎
く
各
系

統
の
作
品
を
網
羅
せ
ん
と
す
。
素
よ
り
趣
味
の
古
癖
に
偏
せ
ず
、
従
っ
て
異

種
を
捨
て
ず
。
古
典
の
精
を
穿
つ
と
同
時
に
新
様
の
鮮
を
採
る
。
荀
も
鑑
賞

に
値
す
る
も
の
は
新
古
を
合
せ
正
奇
を
容
れ
て
余
す
所
な
か
ら
ん
と
す
。
こ

の
点
に
於
て
、
従
来
の
工
芸
美
術
展
覧
会
と
は
悉
く
選
を
異
に
し
た
る
、
我

邦
未
曾
有
の
大
綜
合
展
覧
会
の
出
現
を
見
る
に
至
る
べ
し
。

斯
く
の
如
く
に
し
て
本
会
成
る
。
作
家
諸
君
は
本
会
に
於
て
始
め
て
自
由

に
自
己
の
真
率
な
る
主
張
を
「
現
代
」
に
示
す
こ
と
を
得
べ
く
、
ま
た
「
現

代
」
は
本
会
に
依
り
て
始
め
て
工
芸
美
術
鑑
賞
の
標
準
を
定
む
る
こ
と
を
得

さ
れ
ど
、
斯
く
あ
ら
し
め
ん
が
た
め
に
は
即
ち
作
家
諸
君
の
努
力
に
依
る

も
の
な
く
ん
ば
あ
ら
ず
。
本
会
は
既
に
準
備
を
整
へ
た
り
。
活
殺
は
正
に
諸

君
自
身
の
手
に
あ
り
と
言
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

世
人
は
今
や
異
常
な
る
期
待
を
以
て
諸
君
の
努
力
の
結
果
を
視
ん
と
す
。

従
っ
て
作
家
諸
君
の
努
力
に
し
て
今
日
も
し
全
ぎ
を
得
ば
即
ち
明
日
に
於
て

工
芸
美
術
を
絵
画
彫
刻
と
鼎
立
せ
し
め
得
る
に
至
る
べ
く
、
こ
れ
に
反
し
て

此
の
好
機
を
逸
せ
ば
や
が
て
禍
根
を
将
来
に
胎
す
に
至
ら
ん
こ
と
、
ま
た
言

を
侯
た
ず
し
て
明
か
な
ら
ん
。

絃
に
普
く
作
家
諸
君
に
訴
ふ
。

本
会
は
最
も
謙
虚
な
る
態
度
と
公
乎
な
る
制
度
と
に
依
り
て
諸
君
の
力
作

を
収
攪
し、

以
て
権
威
あ
る
工
芸
美
術
の
真
価
を
「
現
代
」
に
問
は
ん
と

す
。
幸
ひ
に
本
会
の
主
旨
を
体
し
て
力
作
を
寄
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
熱
望
す
る

も
の
な
り
。
斯
く
し
て
諸
君
の
努
力
と
本
会
の
業
蹟
と
は
主
客
相
侯
ち
て
過

ち
な
き
を
得
ば
、
や
が
て
大
正
工
芸
史
の
最
も
重
要
な
る
一
頁
の
資
料
と
し

て
永
遠
に
昭
昭
た
る
も
の
あ
ら
ん
。

同
年
十
月
十
六
日
か
ら
十

一
月
十
五
日
ま
で
東
京
府
美
術
館
に
お
い
て
、
帝

展
と
時
を
同
じ
く
し
て
第
一
回
日
本
工
芸
美
術
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
、
搬
入
数

三
百
二
十
一
点
、．
入
選
七
十
点
、
入
選
者
は
六
十
四
名
、
本
校
卒
業
生
は
十
―――

名
が
入
選
し
、
鑑
査
主
任
の
津
田
信
夫
は
同
年
十
月
十
二
日
『
時
事
新
報
』
紙

上
で
「
一
般
に
若
い
人
々
の
努
力
が
見
え
、
中
に
も
内
藤
春
治
君
の
『
机
上
装

置
』
は
敏
感
な
面
白
い
作
品
で
あ
る
。
傾
向
は
新
酋
雨
極
端
に
及
び
こ
4

に
も

ん。

（『高
村
豊
周
文
集
』
I
)
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と
言
え
よ
う
。

（幹 （副
会
長
）
江
大
焚
、
熊
希
齢

中
国
部
（
会

事
）
江
庸
、
周
肇
祥
、
顔
世
清
、
陳
漢
第
、
陳
年
、
凌
文

淵
、
金
紹
基
、
王
一

亭

（『文
学
博
士
中
村
久
四
郎
氏
調
査

・
現
代
日
本
に
於
け
る
支
那
学
研
究
の
実
情
』

（幹

帝
展
、
日
本
工
芸
美
術
展
開
催
に
先
立
っ
て
、
十
月
六
日
、
本
校
講
堂
で
帝

国
美
術
院
会
議
が
開
か
れ
、
予
算
も

一
万
三
千
円
が
計
上
さ
れ
、
翌
年
か
ら
の

帝
展
第
四
部
設
置
を
会
員
は
満
場
一
致
で
可
決
し
た
。
日
本
工
芸
美
術
会
の
創

立
と
展
覧
会
の
開
催
が
帝
展
第
四
部
実
現
に
大
き
く
寄
与
し
、
目
す
る
方
向
が

違
う
か
に
見
え
た
本
校
関
係
者
の
工
芸
家
の
一
致
団
結
か
ら
そ
の
力
が
生
れ
た

⑰

東
方
絵
画
協
会

大
正
十
五
年
六
月
、
日
中
両
国
画
家
（
伝
統
的
中
国
画
と
日
本
画
の
分
野
）

の
提
携
に
よ
る
東
方
絵
画
協
会
が
成
立
し
、
日
本
側
の
事
務
所
が
本
校
文
庫
内

に
置
か
れ
た
。
左
記
は
昭
和
三
年
当
時
の
同
会
組
織
で
あ
る
。

東
方
絵
画
協
会
（
東
京
）
上
野
公
園
東
京
美
術
学
校
文
庫
内

（
北
京
）
宣
武
門
内
温
家
街
一
号

日
本
部
（
会

長
）
子
爵
清
浦
奎
吾

事
）
正
木
直
彦
、
川
合
玉
堂
、
横
山
大
観
、
小
室
翠
雲
、

結
城
素
明
、
荒
木
十
畝
、
小
堀
柄
音
、
竹
内
栖
鳳
、

都
路
華
香
、
菊
池
契
月
、
山
本
春
挙
、
渡
辺
晨
畝
、

下
村
観
山

長
）
徐
世
昌

時
代
の
反
映
が
窺
は
れ
る
」
と
語
っ
た
。

昭
和
三
年
十
二
月
。
外
務
省
文
化
事
業
部
）

大
正
七
年
、
日
本
画
家
渡
辺
晨
畝
と
金
紹
城
ら
北
京
の
画
家
た
ち
と
の
交
流

に
端
を
発
す
る
日
中
画
家
交
流
運
動
は
、
同
十
年
の
第
一
回
日
華
聯
合
絵
画
展

覧
会
（
北
京）
、
同
十

一
年
の
第
二
回
展
（
東
京
）
、
同
十
三
年
の
第
三
回
展

（
北
京
）
、
同
十
五
年
の
第
四
回
展
（
東
京
、
大
阪
）
と
、
日
中
両
国
交
互
の

展
覧
会
開
催
に
よ
っ
て
か
つ
て
無
い
程
興
隆
し
た
。
第
三
回
展
あ
た
り
か
ら
外

務
省
対
支
文
化
事
業
部
が
支
援
す
る
こ
と
に
な
り
、
し
た
が

っ
て
、
展
覧
会
は

半
官
半
民
的
性
格
の
も
の
と
な
り
、
日
本
側
は
帝
展
日
本
画
部
の
重
鎖
が
参
画

し
、
正
木
直
彦
が
そ
の
と
り
線
め
役
と
な
っ
た
が
、
当
時
度
々
中
国
旅
行
を
試

み
て
中
国
の
画
家
や
学
者
と
親
交
の
あ
っ
た
本
校
教
授
大
村
西
崖
（
吉
田
千
鶴

子
著
「
大
村
西
崖
と
中
国
」

『東
京
芸
術
大
学
美
術
部
紀
要
』
第
二
十
九
号。

平
成
六
年

―二
月
、
参
照
）
も
そ
れ
に
協
力
し
、
ま
た
、
本
校
文
庫
主
任
北
浦
大
介
は
正
木

を
補
佐
し
て
実
務
を
担
当
し
た
。
か
く
て
両
国
画
家
の
組
織
を
確
立
す
る
こ
と

に
な
り
、
東
方
絵
画
協
会
が
成
立
し
た
の
で
あ
っ
た
。
中
国
側
の
中
心
人
物
は

前
出
の
金
紹
城
で
あ
っ
た
が
、
彼
は
こ
の
年
、
東
京
で
の
第
四
回
日
華
聯
合
絵

画
展
を
了
え
て
帰
る
途
中
上
海
で
病
死
し
た
。
そ
の
た
め
、
同
年
十
月
十
七
日

に
は
本
校
で
追
悼
会
と
遺
作
の
展
示
が
行
わ
れ
た
。
金
紹
城
没
後
、
北
京
で
は

金
の
息
子
開
藩
と
や
は
り
北
京
画
壇
の
大
御
所
で
あ
る
周
堕
祥
と
の
間
で
対
立

が
生
じ
、
東
方
絵
画
協
会
は
北
京
で
開
催
を
予
定
し
て
い
た
聯
合
展
が
開
催
で

き
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
以
後
、
同
会
は
変
則
的
な
展
覧
会
を
開
い
た
が
、
種
々

の
障
害
が
生
じ
、
昭
和
五
年
以
降
は
同
会
は
日
本
側
の
団
体
と
し
て
の
み
存
続

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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